
魅力ある学校生活の創造を目標とした教育実践

一一ー小規模高校Kなける学校行事の

指導を中心として一一一

勝 山 義

はじめ K

高等学校生徒の多様化K対応する新しい指導のあり方が求められて既K相当の年月を経た。し

かも、 ζ と数年間にも高俊生vcは新た左風潮が入り込み、高校教育の改善は大き左課題と左って
いる。 (1)

高校生の多様化は.一校Kなける多様化もさること在がら、学校間の較差としてあらわれると

とも事実である。そこで学校品被差の解消のための施策が講じられるととKなるのであるが、そ

の完全実施が現実Uては困難であることを想うとき、各学校Kないて、その学校の実情K即した教

育が探求され、実残され左ければ左らない。 (2)

学習指導要領に関わりながら、さまざまな教育の理論が展開されるが、それを実践K移すのは

各学校児拾いてであり、担唱された理論は、その学校の現状分析K立った全備守見通しと、具体

的教育場面K即応して生きた姿となる。

高校生の多様化の問題は、いわゆる底辺校児集約されてあらわれる。底辺校の教師はそれだけ

Uてその学校の教育のあり方を求めて、苦悩しつつ教育実践をすることに在る。本校もそのよう在

底辺校のーっとして、生徒のもつ諸問題を解決するためK、 自標を設定し、その達成を目指す教

育言動を昭和 50年度を第一年次として展開してきた。

目標の中心vcf魅力ある学校生活の創造」をなき、その核に「学校行事」を据えたが、 3年間

でほぼ所期の目的を達成し、次の段階への転期を迎えている。ととでは特K学校行事K視点をあ

ててとれまでの実践の総量を報告し、次の展開花向けての足がかりとした同

1.本校のなかれた状況と重点目標の設定

(1) 本校の概況

本校は新潟県3騒動大島村K位置する分校であるo 東頚城郡は新潟県の南部上越地方の、頚
城平野と信濃川Kはさまれた丘陵地帯であれ大島村は.そのほぼ中央児盆地状を在して、長野

県境K接しているo 冬の豪雪と地すべりという厳しい自然環境の中で出稼ぎの村としても有名で

あり、夏は殆ど山の頂上付近まで水田の階段耕作をする。住民の勤勉K支えられた四季の美しい

村である。

学校は昭和 23年vc新潟県立安塚高校保倉分校定時制農業科として設置されたが、生徒数の
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減少から、昭和 48年記全日寄り普通科(1学級募集〉となり大島分校と改称した(現在の 3年生

は全日制j第 3回生である)。全校生徒数 10 ~名、職員は教諭 7 名、実習助手・事務主事・用務

員各 1名で合計 10名の小規模校である。

本校の位置(図 1) 
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(2) 本校生徒のもつ特徴と問題者、

本校生徒も現代高校生が持つ一般的問題(青年期の問題、個人主義的・退廃的傾向)をもって

いるが、本校K近しぺ分校、冬期間を除いて上越市内の高校K通学可能な地域レてある分校として次

のよう左問題をもっているo

ア.学習面 入学学力検査の平均得点は各科目とも県平均より約 10点下まわり、知能検査の結

果も表 lのように偏差値 50以下の生徒が大勢を占めるo 学習意欲が低く、授業中も時K倦怠

的様子がみられるO

イ.生活面 o個人的Kも学校K対しても劣等感を持ち、特K男子は感情の抑制ができず、学校

不信感や反抗的態度と在ってあらわれる。

。個の未確立と小規模校が重左って周囲の繁囲気K向調し左いではいられず、低い方向K行動

を共托する。

。学校生活の関心は上級生の下級生への威圧に向けられ、陰での巴自が受けつがれる。

o校外生活の関心はバイク、友人宅へのもぐり込み、流行K敏感左服装K向けられる。

o 1・2年生は上級生の威圧の前でじっと耐えつつ悪い面を学び、 3年Kなると ζれまでの反

動として勝手気盛K振舞う。

ウ.昭和49年度の問題定時制最終学年が 3年生(4年生は職場実習)となった昭和 49年度

は、乙の学年が全日告HVL移行でき左かったととK対する不満(3)が重在って問題が顕著Kあらわ

れ、学校内Kは荒んだ繋囲気が広がった。

(表 1) 本校生徒の知能偏差値

課 程 定 時 告リ 全 日 制

入 二戸z斗d九- 年 4 6 4 7 4 8 4 9 5 0 

卒 業 年 5 0 5 1 5 1 5 2 5 3 

生 徒 数 2 0 2 7 3 7 4 5 4 8 

知能検査名称 教研式 田中AB 田中AB 教研式 教研式

受検者数 1 8 2 6 3 7 4 5 4 8 

偏
6 0 以上 。 1 。 。 。

差 59，...._， 5 0 1 7 1 1 2 7 1 2 

値 4 9，...._， 4 0 7 7 1 9 1 1 2 2 

分 3 9 --3 0 8 9 7 7 1 3 

布
2 9 以下 2 2 。 。 1 

__.Iー-ーーー
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(3) 重点目標と指導の方策の設定

昭和 49年度の苦悩の中で、教師は目標を設定して、昭和 50年度を第一年次とする校風刷新

のための実践をすることを決定した。

;.生徒K期待できるものは何か

問題点を見つけて責めてだけいても健全な方向への変化は期待でき在い。生徒の良さを計画

化された教育活動K発現していく過程で問題点を除去していかなければ左ら在いという考えK

立って、解決の手がかりとして生徒K期待できるものを発見するところから、教師の作業が開

始された。その結果は次の三点にまとめられた。

。個人的には皆良さをもっている(善良・素車・いいものは受けとめる〉

o非常に粗野で逆方向児発揮されているがエネルギーはある。

0紫囲気があれば同調する。

良き繁囲気をつくり、そζ托生徒のエネルギーを集中させるととが、先ず行なわれなければ

左らな V，であろう。

イ.重点目標の設定

こうして設定された重点目標tl次の三つである。

j)魅力ある学校生活を創造する

ii)基礎学力を身Kつける

iii)上級生の威圧的行動を左くする

ウ.指導の方策の設定

重点百標達成のための教師からの努力目標が「指導の方策」である。 (4) 4 9年度末比先ず

昭和 50年度の指導の方策がつくられ、以後毎年度末にその年度の評価K立って、次年度の方

策を立てて実践して来た。定着状況托より、指導の内容と角度が変化してきたことは表 2の通

りである。 2年間の実践の結果追試による個別指導が定着し、週番活動による自主規制も軌道

K乗った。第 3年次としての昭和 52年度Kは、学期毎の学年男IJ指導自標が共通理解され、各

教師の教育場面で生活指導が行左われるようになった。しかし、ここでは特K学校行事に視点

をあてて実践の過程を見ていくこと Kする。
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(表 2) 目標達成のための指導の方策

重点目標 基礎学力を身十てつける I自主性の酒養により魅力ある学校 上級生の威圧的行動
。生活を創造する。 を在くする。

。基礎テスト(年8回) 。学校行事を月K一回は入れる。 。早期発見によりイ

。実力テスト(年3 回~ 10生徒的日(毎水曜 7限)を設 ニシアチプを取っ

。追試による個別指導 ける。 て調査活動をする。
指
50  io時(科目IJ 総合 0 ホームノレ ムで同一 。無断欠席は電話連

年度 とも 10 % 養う( 1 ~ 2年〉 絡する。

。ホームルームで進路指導を重視

する(3年〉

。リーダーを養成する。

の

1 0 基礎テスト・実力テ 。学校行事を成功させる(全教師 。週番活動を定着さ

スト K個人カードを の協力体制をつくる) せる。
方 5 1 

。全ての生徒が情熱の対象をもて
年度

採用 。生徒との会話をも

。評価の二段方式 るよう Kする。(学校生活の中 つ。

策
で〉

。図書館活動の活発化 。月曜朝会を設けて生徒会に運営 。学年月Ij、学期月IJ

o基本的事項をなさえ させる。 「指導目標Jをつ

た指導をする。 。「明るく楽しい学校Jを生徒会 くる。

5 2 の自標とする。

年度 。生徒会の委員会ごとに呂標をた

てさせる。

。校内放送を定着させる。

。部活動を活発にする。

一一

2. 学校行事の本校教育活動への教育的効果

(1) 本校K卦ける学校行事の意義

表 2で明らかなように「魅力ある学校生活の創造 JV核に学校行事を据え、それをとりまくも

のとして、その他の各教科外教育活動を配量した。学校行事は学校Kなけるすべての教育活動の

総合の場である(5)という考えからである。特に本校に卦いては、次の諸点から学校行事の意義が

発揮されるであろう。

j.全校生徒の調心を学校生活K向けることができる。

イ.学級の向質集団としての馴れ合い傾向K対して、学校行事では学年による縦の関係が生まれ、

建前が前面に出される。
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ク.全教師の指導Kより成功 K導きやすい。

エ.学校行事の成功氏より次の ζ とが期待できる。

① 自主性を養い、指導性・協力性を育て、集団活動の楽しさを体得させる。

② よき体験陀よる喜び、成就感Kよる自信を与え、真の楽しさが学校生活の中Kあることを

知らせる。

③ 生徒との接触の機会が得られ、信頼の関係が生まれる。

④ ホームノレーム・生徒会活動・クラブ活動その他の教育活動全体K大きな影響を与える。

⑤生徒も教師も志気の向上が左される。

それまでの本校の学校行事の問題点は次の 2点にまとめられる。

ア.年間計画にあるから実施する。それは教師の計画であれ生徒の実行委員会はつくられるが

生徒会組織とは無関係で、教師の手伝いをする程度。教師も担当者以外は与えられた役割を果

たして手伝うという意識しかなかった。

イ.男子生徒の非協力性。素直に行動する女子生徒が中心的活動をするため、男子の無言の抵抗

が非協力となってあらわれ、小規模校特有の男子の一運託生的傾向が拍車をかけて行事は味気

ないものに 7まっていた。

(2) 学校行事K生徒を主体的K参加させるためK何をしたか。

上記の問題点を解決し.学校行事K生徒を主体的に参加させ、学校行事のもつ意義を実現させ

るためKは、単K行事の際だけでは左く日常の教育活動K於ても意識的左取り組みがなされ左け

ればならない。表2VLも一部を示したが、次K上げる実践が総合されて学校行事に対する生徒の

積極的取り組みが実現したと考えられる。

;.学校行・事をはじめとする集団活動の中核部分K男子を入れ、女子はアシスタント的役割Kつ

ける。

イ.ホームノレームの人間関係を民主的左ものとして活動の習慣をつける。特VL:5 0年度の 1年生

からホームルーム活動を強力に指導する。

ウ.生徒会行事VL1)クレーションを多く取り入れ、集団I言動の楽しさを体験させる。

エ. 1)ーダー養成をする。(よき雰囲気を体得させるためκ、県青少年研修センターのリーダー

講習会民生徒会代表数名を参加さぜる〉

ヌt.学校行事と生徒会行事の関連をはかること KよD学校行事を生徒会の主要在活動の場とする。

(6) 

カ.教師の協力体寄りの確立。実行委員会の各係の顧問団陀全教師をつけ、係の計画・活動を指導

し、職員会議で青写真を出し合って検討し、共通理解を深める。

キ.集団思考の方法を取り入れる。生徒。計高段P皆や職員会議の場で集団思考がなされるように

する。 (7)
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ク.評価の重視 生徒自身による評価、教師:から生徒への評価、教師のための評価を行事の度毎

花、そして一定期間をまとめて行在う。 (8)

このような教育活動の集約の場として個々の学校行事が展開され、一つの行事が学校を新たな

歩みK向けて出発させる契機となる。いくつかの行事が果たした役割を検討してみよう。

昭和 50年度夏季キャンプKは、受身左がら行事の楽しさを感じさせ、 51年度K入って、文

化祭で、自主的左話し合いとそこから生れる協力の喜び、仲間Kよる新しいダンス指導の素時し

さを体験させることができた。とのあたりから生徒の行事に対する取り組みK主体性がみられる

ように在仏日常の学校生活Kも活気がみられるよう Kなった。ところがスキー大会で欠席が多

く、彼らが素時しい感動を味わえ左かった体験が、逆説的効果を生み、そのような心理から予儀

会に対する真剣j左取り組みが在され、 2年生にとっては昭和 5 2年度K向けて大き在自信を持つ

結果と在った。卒業式は，卒業生の果たした功績をたたえつつ、在校生の在すべきことを自覚さ

せる場と在った。 (9)

(3) 昭和52年度への展望

ア.二年間の変化

この二年間Kも生徒の基本的傾向K変化はなく.因習は断ち切られずK下級生児伝えられる

ので、表面的Kは問題に対処することの明け暮れであった。そのよう左中で評価、邑標の確か

め、指導の方策の検討をくり返し、全体の流れを見失左わ在いように努めた。

二年間で、新しい芽は確実K育ってきた。行事を計画し、参加することの楽しさを知り、生

徒会活動が活発化し、部活動・クラブ活動への積極的参加がみられるよう Kなり、授業中の態

度に落ちつきが生まれ、追試や、週番活動Kよる自主規制が定着した。

イ. 2年生の状況

5 2年度の学校の姿は 3年生のあり方Kよって決まる。 1月K入るとすべての教師の思考は

5 2年度のあり方K向けられ、 2年生を中心とする在校生の分析にもとづいて、本年度の評価

の上K立った指導の方策が検討される。今回の 2年生は、.学級の中Kまだ易きK流れる傾向が

相当強くあり、 2年間上級生の威圧の前K痛めつけられているので、 3年になったとたんK、

抑えていたものを爆発させる可能性がある。一方との学年は、新しし動きも多〈学んでいるし、

個性K富んだリーダーも数人いる。自分違の手で因習を断ち切ろうとする考えもでできている。

ウ. 5 2年度K向けての教師の指導

2月から 52年度に向けての指導が開始された。 1月末には次の4点が確認され.強力に指

導が行なわれた。

① 「明るく楽しい学校をつくろう Jということを生徒会の活動自標として植えつける。

② すべての生徒が新年度K向って、何れかの場で活動を開始するように、一人一人の生徒K

ついて点検し、指導する。

③ 春休みを新年度の諸活動の準備定了時期とする。
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④ 新年度早々に予想される威圧行為は、直ちK強力な指導を加え、問題行動の芽をつみとる。

( 5 2年度の指導の方策は表 2(1[上げてあるので、ここでは重複をさけることにする)

新任を迎えでの教師の体制作りとしては、 4月入学式までK自標、指導の方策、当面の指

導目標の共通理解を二日間かけて行左う。

5 2年度比入っても、早々 K予想通り威圧行為がみられたが、それが卦さえられた後、生徒は

各分野Vζ生き生きと活動を開始した。目標設定Uてよる教育活動が第三年次を迎えて学校に明るい

ムードがあふれてきた ζ とは、生徒達の自托も明らかとなった。(lC>>

しようぶ

3. 旅行的行事としての菖蒲牧場キャンプについての考察

本校恒例の夏季全校キャンプを、昭和52年度Kは、村内の長野県境にある菖蒲牧場キャンプ

場で実施した。学校教育の大きな流れの中で一つの行事がどのよう K位置づけられるか、その位

置づけの根拠が、その行事運営の過程のいかなる指導場面の結果によるものかを、この行事の計

画、準備、実際の中から見て行きたい。

(1) 計画と実際

j.計画の作成

① キャンプ運営担当教師(3名、 6月前期定例職員会設で選出)(1(よる準備活動

i)自的地の決定一笹ケ峯牧場と菖蒲牧場の二案を示し、生徒の意見を問うという形をとり、

上記目的地を決定した。これによって生徒心気持をキャンプK向けることをねらったもの

である。

li) 実行委員会の構成と第一回委員会の招集 運営担当教師の合議Kより生徒会役員・総

務委員全員と各学年男女各 1名をもって実行委員会を構成しようとする案を生徒会常任委

員会K提出する(6月 17日)。常任委員会では、キャンプ行事の仕事が多いことを理由

K学年代表委員を男女各 2名K修正して決定した。生徒会のキャンプ成功への期待を示す

ものである。とうして全生徒の 3分の 1(1(近い 30名余で第一回実行委員会が召集された

( 6月 20日)。

②第一回実行委員会の仕事 キャンプ自程・実行委員会の組織・準備日程

担当教師は.第一回実行委員会で行なう仕事について検討し、職員朝会で了承を得た上で

実行委員会を否集した。教師案はキャンプ日程以外は、生徒に考えさせたが、表 3のように

殆ど教師案の通り計画された。

③ 職員係顧問決定(6月21日職朝)
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〈表 3) 第 1回実行委員会の仕事

|担当教師案|同20臼職員朝会で了実 i実行委員会決定

スタジュール

第 1B 集合、関村式、設営

リクレーション

第 2日 ハイキング、キャンプファイア

第 3日 後片づけ、閉村式、解散

( -z 
z 

6月20日(月)
放課後

学校案をコピーで示し

検討、決定(時間まで)

スイ，

K

フ

匂

わ

と

ぜ

ア

も

さ

り

を

え

卦

定

容

考

時

決

内

氏

、

り

の

徒

は

通

事

生

師

案

仕

教

腹

「
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予想される会議を上げさせ

教師の指導で名称決定

委
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一

会

一

一

長

一

一

ン

一

一

テ
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会議の種類と名称

実行委員会(実行委員全員〉

役員会(係長と運営委員)

班長会(班長、副班長、運営委員〉

テント長会(テント長 運営委員〉

各係打合ぜ会(係員)

準備日程

期末考査、その他の学校の

行事だけを用意して、全て

生徒K考えさせる

/ ノ
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イ.各係の任務と準備状況

6月22日(水)から 7月 58 (火〉までの 2週間は各係の計画と準備の期間である。前半

の 1週間は各係の計画花、後半の 1週間は計画の再検討と具体的準備Kあてられた。各係では

毎日あれこれと相談し、書物でしらべ、他の機関児質問し、現地調査をしたっハイキング係左

どは役員会の結果、問題点を指摘され、計画を最初から立て直した。

顧問教師も係の打合せには必ず出席し、必要を見極め左がら指導を行左v玉、教師間の打合せ

も2回もって細部氏亘る検討をして.共通理解をはかった。

一学期末考査は、学期末行事としての校内球技大会(生徒会人屋外清掃、学級PTA在ど

が実施されたが、その間K生徒達はパンフレット作成、全体説明会などを、行ってキャンプの

準備を完了した。

ウ.キャンプの実際と問題点

梅雨明けの 21臼から予定通りキャンプが実施された。表 4の日程表の通りである。全日程

を次第K盛り上げながら終了した。疲れの出た最終日の片づけK協力が見られ麓の部落での解

散は名残りなしげなさわやかなものと左った。

〈表4 ) キャンプの日程

第 18 ( 2 1日 木) 第 2日(2 2日 金) 第 38 ( 2 3日土)

A.M 9 : 20 菖蒲部落集合 A.M 6: 30 ラジオ体操 A.M 6:30 ラジオ体操

11 : 30 キャンプ場着 9:00 9:30 

P.M 1 : 00 関村式 ハイキング 後片づけ

2 : 30 P.M 4:00 10= 50 

リクレーγ ョン 7:30 清掃

3:30 
昼の部

キャンフ.ファイア 11:00 閉村式

7 : 00 9: 00 P.M 1: 30 菖蒲部落Kて解散

リクレージョン 10:00就寝

9: 00 
夜の部

10:00就寝

しかし、とのキャンプにも問題がなかったわけではない。むしろ初期にはキャンフ.の成功が

危まれるほどの問題がるったのである。問題は主として 3年男子氏見られた。キャンプの楽し

さを解放された自由(集団生活に従わないエゴによる身勝手な行動)VL求めようとする繁囲気

がそれである。具体的Kは流行の服装、全体行動での傍観者的態度、他校生徒の呼びょせなど

である。

昭和:)2年度記入って学校Kは濯全な動きが相当明瞭Kあらわれていたが、旅行的行事のよ

-140ー



う児学校を離れる場では、平素かくされていた問題傾向が表面にでてくる。そして多くの生徒

は、悪いと知りながらも、このような勢思気に向調し左いではいられないのである。

今回のキャンプの場合、第一日から、係生徒・職員の真剣在取り組みKよって問題を解決し

てきた過程があったのであり、との軌道修正妃よりキャンプ行事の意義が大きく発揮されるこ

とに7まったと考える。

エ、軌道修正の過程

軌道修正はいつの場合でも出来事を契機として行なわれると考える。今回のキャンプでは、

図2のよう K、三つの出来事が大き在意味をもったと思う。一つずつ見て行きたい。

i出来事A!リクレーション係長の怒り
1)クレー γ ョンは 18 E3ということもあって 3年男子の非協力が目立った。夜の部のフォー

クダYスの時U亡、ついK係長の怒りが爆発して大声で一言慰鳴った。

「ない.ノ;踊りたくねえもんは帰ってくんねえか/J

そしてリクレージョンの閉会式の際児言った。

「さっきはついカーッと在って大きい声を出してかんべんしてくんない。なれ達係もふざけて

いるんならいいよo だけど、卦れ達係が一生懸命やっているのKふざけられると、ついカーヅ

として……。かんべんしてくん左い。 j

いつもは行動を共托している仲間の口からこのような正当論を筒いたことは、 3年男子にと

っては驚きの体験だったであろう。

!出来事Bl夜中の侵入者を指導
全員寝静った第一夜午前 2時、 3年男子との約束でバイクでやって来た他校生徒 3名が、教

師Kつかまり、明け方まで調査指導されて帰ったという事件である。との乙とは 3年男子は全

く知ら左かったが、 2年男子や 3年女子は本部の近く K寝ていて知っていたので、翌日の朝食

準備中氏は、 3年全体に知れ亘ったと思われる。そして彼等陀対しては.臼分遠のところへ何

等かの影響が来るのでは左いかという心理的圧迫と左ったと考えられよう。

!出来事ciハイキングの成功
とのよう左状況から、ハイキングの成功が危まれた。班男IJハイキングでは、全体的統制がゆ

るめられて、勝手左行動陀左ってしまうのではをいかと心配されたのである。朝食準備中托運

営委員は対策を協議し、班長会議を召集して責任の自覚を促した。ハイキング係も、自分達の

企画したことがぶちこわしK左ら左いようにふ終始毅然とした態度で指導K当った。こうし

てハイキングは計画通りに進行し、目的地の湖水のほとりのぶ左林氏囲まれた草原で、青空の

下、全校生徒の手つ在ぎ鬼が、著者らしい{健康左美しさを描き出したのである。

とれらの出来事が問題行動K作用してキャンプファイアの感動K向けて軌道修正できたのだ

と考えるのであるo

これら、キャンプ生活を送る中での変化は、生徒にも敏感K感じられていたのであり、夏休
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(図 2 ) 軌道修正の過程

|A・1)クレーション係長の怒り!

B.夜中の侵入者

を指導

み後f広書かせた感想文にも

このことがあらわれている。

。実行委員が毎日毎日遅く

まで残って計画を立てた

甲斐があり、キャンプフ

ァイアの時の皆の顔は実

に生き生きとしていて、

一人一人の顔をじっと見

つめていると何だかほほ

を伝わっていく熱いもの

を感じ.決して今日の今

の時間を忘れ左いように

と心K誓ったのです。

( 3女〉

oキャンプ生活の最大のうれしさは、生徒めいめいのやさしさや協力性が実に積極的に出てい

るということです。はじめは不真面白K参加していた人達が、いつの間Kか中心者にひかれ、

一人一人が協力して楽しく盛り上らせ.最後は皆一心同体と?をっている。何と暖かい人達ば

かりなんだろう。(3女〉

オ.軌道修正の考察

出来事をして軌道修正の契機たらしめたものは、何といっても、計画・準備の過程で醸成さ

れた成功への意志があげられるであろう。その上にキャンプ独特の自的としての、規律的生活

・協力の楽しさ・大自然の浄化作用があったのである。又、それぞれの出来事を適確にとらえ

て、適正な対応を行左う教師の指導がそこにあったことは当然である。

キャンプ行事Kは、普通に言われるキャンプの呂的がある。しかし、団体キャンプの目的に

ないては、それらが、日常生活には見られ左い高次の美に結集きれなければ走らない。それは、

さまざま在捧害を乗り超えて ζれまで知らなかった世界を体験することK見られるのであるが、

その場合、一時はマイナスK行動した生徒も、乗 D超えの過程で内面の変化を通過するのであ

って、共同の美の世界の創造には、参加者全員の何らかの飛躍が伴っていると考えられる。

(3) 沼和 52年度キャンプの位置づけ

2学期比入って次のような新しい傾向が見られるよう Kなった。これまでは問題傾向に向調し

ながら自分達の企画の成功の条件をつく D出していたりーダー児、自信に裏づけられた行動が見

られるようレてなれ生徒全体も落ちついた協力的態度を示い授業中Kも真剣児学習する様子が

あらわれてきた。

教師は 2学期K入って、今回のキャンプを評価して、「残存する問題傾向と、次第に育って来
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た健全な明るさとの均衡状態の中で今回のキャンプを行ったが、キャンプの成功は鍵全な明るさ

が伸び広がっていく契機となった Jと位置づけたのであるが. 2学期を終ろうとしている今、そ

の評価が正しかったと考えている。

4. 本校になける今後の教育課題

学校行事を核とする魅力ある学校づくりの実践Kついて 3年間の経過をまとめたが、学機ラ事

は学校生活の中で「節 Jωの役割を果たしたと思われる。節という意味は単K学校生活K変化と
うるないを与えるだけで左しそれを通して、学校全体も個々の生徒も一段と発展し、成長して

いく飛躍台K在るということである。学校生活を送る中で生ずる問題性は、個別行事の呂的を達

成するための集団活動の中で解決課題として現前するのであれそれを乗り趨えることが集団の

質の向上と個人の成長K作用して、学校行事を学校教育の動句展開の節たらしめるのだと考える

のである。

学習意欲K乏しかった本校生徒が、学校行事を契機として.落ちつきある態度、自覚した行動

・授業中の学習K対する真実Ij左姿勢を示すよう Kなったが、とのような日常生活が再び行事の質

の向上氏作用するであろうと思われる。こうして、日常の教育活動と学機ラ事は相関の関係を取

り在がら、学校教育が展開されるのである。

生徒の関心を学校生活花向けることを第一のねらいとした本校K卦ける学校行事の指導は、 3

年間でほぼ自標を達成したと考えられる。しかし、学校行事の実施K際しては、 ζれからも生徒

のもつ原初的問題傾向と対決していかなければならないであろう。問題傾向の日常生活での存在

の場はホームルームであるが、そこで示す生徒の行動が本当に高められていく Kは、単にロング

ホーム等のホームルームの活動だけでなく、学校で最も長Ln.時間を過す授業K負うところが大き

いからである。ょうやくあらわれて来た学習時の真剣左自ざしをしっかりととらえ、教科学習へ

の取り組みの習慣をつけるためには、教師の学習指導に関する研究か望まれる。教科学習の中で

知i識を求めて考え、相互K高め合う集団をつくること治元ホームルームをよくし、学校行事の質

を高めていくことになるであろう。

また学校行事については、単に生徒の関心を学校生活K向けるととを目的とする段階は終った

と思われる。これからは、教師が運営する行事、生徒が主体的に活動する行事、そして生徒会行

事を時間的に適正な配置をすることと、個々の行事の目的を明確Kすることの作業がなされなけ

れば左らないであろう。

学校教育に企いては、学校のなかれた現実と将来の見通しを共通理解し、精選された行事計画

を持ち、日常の教育活動K基礎を置きつつ、個々の行事を遂行する過程で、個々の生徒の成長と

学校全体の発展が期され左ければ走らないからであ，る。
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なわりに

これを記している今、学校では、 5 3年度、 54年度の学校の姿が職員室の話題にのぼってい

る。これまでの実践の結果を正当に評価し在校生の分析を行い、新しい重点目標を設定すること

が、冬休みを終った時点での教師の課題である。

との 3年間K転出された教師は 5名l疋達した。第 1年次の教師は 52年度比は 3名しか残って

い左 1ハ。 しかし、目標は受けつがれて教育効果として実現された。今後も職員の移動が多いと思

われるが、この問題を解決する方法は、目標を設定し、その達成のための指導の方策をお盈理解

することだと考える。

最後に転出された先生方、現在勤務中の先生方の本当K真実IJな実践の結果がとの報告となった

ことを付記して稿をなわりたい。

(注〉

(1) 暴走族や性非行の問題は‘高校生の学校離れを象徴して、高校教育の各学校になける抜本的

改善の必要性を示している。

(2) 吉本二郎「学校生活の再設計J 教育審議会の答申と学校経営

学校経営研究第 2巻昭 52 . 4 

(3) 表 lのように全日制移行を期待Lて応募したこの学年から生徒数が増加し、増加に対応し

て知能偏差値の分布も上っている。

(4) 小規模校なので、努力邑標と指導の方策とを兼ねて設定した。本来は年度の重点目標達成の

ための学校全体の目標を努力目標とし、それを更に分掌托具体化したものを指導の方策という

べきである。

(5X6) 吉本二郎他編r講座 高校教科外教育活動Jl5 r学校行事」明治図書 招47 

(7) 吉本二郎氏が昭和 34年v[!r現代学校経営論Jl(理想、社〉で主張し、最近では高野桂一氏が、

学秘経営現代化理論の核K据えている。生徒指導面の集団思考については吉本均氏のr集団思

考の成立とは何かj](明治図書 昭 47)を参考Kした。

(8) 梶田叡--[I教育托卦ける評価の理論JlP 5 6 金子書房 昭 50 

学校新聞「保倉学報」が評値活動として大き在役割を果たした。例えば、次のよう左見出しで

行事を取り扱っている。

必 70 (昭和 51年 12月 20日)rゃったぜグ文化祭J

必;'7 1 (昭和 5 2年 3月 4日)rみんなハッスル/スキー大会」

必 72 (昭和 52年 7月20日)r大育祭大成功/J

(9) 儀式的行事記は主徒会の直接の参加形態、をとらないが卒業式には生徒会の代表が送辞・答辞

を読むこと托よって、分校生として高校生活を送るととの意義を実感として認識する。

(10) 保倉学報(昭和 52年 7月20日号)には「我校の新しい動き jとして特集が組まれ次のよ
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うな記事が載った。

「今年の生徒会行動は.とにかくめざましいの一言につきると思う。それは今までになかった

新しいものや、今までのものK改良を加え、それを各行事、各委員会などで、つかっているか

らだ。(中略)生徒会主催のリクレーション大会左ど本当托すばらしかったし、体育大会も実

行委員はじめ生徒全員の努力で、青空の下で最高であった。学校は、生徒の活動で明るく活発

に在っている(後略)J 

ω 菊島正樹「生活(IL1)ズムとアクセントをもたらす学校教育」児童心理第 29巻第 2号
昭和50年2月号
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